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この講義では､たとえどんな主題を取 り上げても (講義で用いた比境を用いれば､まるで ｢金太郎飴｣のように)
人間形成の基本構造を示す同じ図柄が､繰 り返し現れる｡たとえば､本授業のホスピタリズム論や児童虐待論で見た
ように､子どもの ｢独 り立ち｣(ひとりだち)への冒険は､まわりの人たちとの相互信頼によって支えられる｡ そし
て子 どもの冒険による自律への成熟は､支えてくれる人々自身の支えることによる ｢生み出す力｣(エリクソンのい
































Ⅰ期 遭遇期 〔遭遇期 (1､ 2)- 探索期 (3､ 4､5)- 確立期 (6､ 7､8)〕
ⅠⅠ期 探索期 〔遭遇期 (9､10､ll)- 探索期 (12､13)- 確立期 (14､15､16)〕




危機 と探索 と確立が､ただ同一平面上の循環の無益な繰 り返 しでしかない場合 も､十分にありうるからである｡すで
にのべたように､学生や参観者の評価は､授業者 との惰性的な馴れ合いに堕しがちであり､授業者自身の自己評価 も
また､一時の高揚 した自覚が自己欺端のメカニズムによってたやす く頑落 しがちなのである｡
もちろん､惰性的に繰 り返される営為がすべて無意味であるわけではない｡教師の営為は､柳田国男の言葉によれ
ば ｢渡し守｣のそれであり､シジフオス的繰 り返 しこそがむしろ､教師の仕事のもっとも本質的で大切な部分である｡
一時的高揚はたやす く日常性のうちに埋没しがちであるが､このように日常性に食い入ることのできない高揚などに
は､およそどんな存在意義 もない｡公開や実験がどんな新たな日常性の構成にも結びつかないとすれば､それはまっ
たく無意味な営為である｡大切なのは､高揚 した非日常的なお祭 りのほうではなく､面白みもなく繰 り返される日常
性のほうである｡ 上で述べた ｢螺旋状に上昇した確立｣ とは､日常性の再構成を意味する｡この授業に見られる遭遇
一 探索 一 確立の循環の質が､とくに日常性への構成的作用という観点から､問われるのである｡
4章でとりあげる受講生のプロフィールについては､これまでにもすでに何度か説明を加えた｡少数ではあるが多










1 平成 8年度 ｢ライフサイクルと教育｣授業計画 (シラバス)
学部等 t 高等教育教授システム開発センター t授業科目の区可 全学共通科目A群
授業科目可 ライフサイクルと教育 J 担当教官名 田 中 毎 実
対象学可 全学の1年次から4年次まで E学期及び曜時可 通年 (月曜四時限
)単位､必修 .選択の別及び教室名 4単位 選択 一教室名 ●141(2回目以降は楽友会館2階講演
室で)授業のキーワード 】 発達 ライフサイクル …相互醸











な字間論的な議論に参加しつつ ｢人間｣とその形成 .生成について深 く考え
るという意味で､｢高度一般教育｣の一つのタイプに出会う
ことができるのではないか､と考えているo授 業 の 概 要 講義では､ホスピタリズム
や児童虐待の事例､そして､｢青年｣や ｢老いと死｣や ｢教えること｣などを具体的手掛かりにして､人
間形成論の学問論的な議論に徐々に参加する○第 1回 ライフサイクルと相互形成- 授業の全体像について-
第 2回 今日の教育状況とその理論- 資料の読解(1)-
第 3回 今日の教育状況とその理論- 資料の読解(2)-
第 4回 ホスピタリズムの人間形成論(1)- 事例の概観 -5
回 ホスピタリズムの人間形成論(2)- 学校複合体 と施設措置-第6
スピタリズムの人間形成論(3)- ホスピタリズムの人間存在論 -第7回 ホ 4 ピタリズムの人間形成論的
意味-第 8回 児童虐待の人間形成論(1)- 現況と事例
の概観 -第 9回 児童虐待の人間形成論(2)- 児童虐待と相互
性 -第10回 児童虐待の人間形成論(3)- 児童虐待の人間
形成論-第11回 青年の人間形成論(1)- 青
年と家庭 .地域 .学校-第12回 青年の人間形成
論(2)- 自閉と漂流-第13回 青年の人間形成 3
青年論の現在-第14回 ｢老いと死｣の人間形成論(1)-




(2)- 親 と教師-第19回 ｢教えること｣の人間形成論3 教える
ことと歴史-第20回 ｢教えること｣の人間形成論(4)- 教
えることとライフサイクル-第21回 人間形成論のため





求めるo成 績 評 価 の 方 法 小レポートなどを総合し
















授 業 展 開 授 業 内 容
第 1回 4月15日 講義全体の意図と計画について､配付するシラバスにもとづいて説明するoその
際､副題 :ライフサイクルと ｢教育｣ と ｢教育学｣の意味 と語源をたどり､これまでの教育学の自己理解が
狭すぎる相互形成 ことを示し､新たに ｢人間形成論｣を展開する必要のあることも説明する
o なお､毎回各人に小レポー トを書いてもらうために､その形式などについ
ても説明するo第 2回 4月22日 受講生には､講義に関連する今日の教育状況を説明する諸統計を
配付するoこれらを副題 :今日の教育状況と 通して､これ以後の講義でわれわれが ｢ライフサイクル｣と ｢
異世代間の相互形成｣をその理論(1) 考えるにあたつての.､現実的な諸前提についてひとあたり
考察してお くoこの二回のセツシヨンの最後に､ホスピタリズムに関連
するM事例の資料を配付するo第 3回 5月13日副題 :今
日の教育状況 とその理論(2)第 4回 5月20日 先に配付したM事例を概観 し､この事例のもつ意
義について､以後のわれわれの考察に副題 :ホスピタリズム論(1) とっ
て必要な限 り多 くの論点を提起 しておくo第 5回 5月27日 事例に現れた関連施設 協働体制のあり
かたから出発して､今日の巨大な学校複合体の副題 :ホスピタリズム論 機能 と機能障害について議論 し､これ
らの社会現象の根底に､｢システム｣ と ｢相互性｣(2) という社会的連帯の二つの形式のあいだで適切なバラン
スをとるという困難な問題のあることを指摘するo第 6回 6月3日 ホスピタリズム論の系譜
をたどり､あわせてこれと ｢被包性｣や ｢基本的信頼｣などを副題 ;ホスピタリズム論 主題 とする原理的な議論 との関連を検討する○さらに､この人間学的考察 と学校複合体
(3) に関する社会学的検討とのクロス .オーヴア-を試みるo第 7回 6月1.0日 以上の考察
をまとめて､ホスピタリズムの人間形成論について､中間的な総括を行うo副題 ;ホスピタリズム論 その際､受講生の小レポー トを手掛かりとする相互討議を試みる
o最後に､次週以降の(4) 児童虐待に関する関連事例の資料を配付するo第 8回 6月17日 先に配付した虐待事例を概観 し､以後のわれわれの考察にとってこの事
例のもつ意義に副題 ;児童虐待論(1) ついて､可能な限 り多 くの論点を指摘するo第 9回 6月






付するo第11回 7月8日 配付資料に基づいて､今日の青年をとりまく家庭､地域､学校などの現状 と
変化の趨勢副題 :青年論(1) について総括的に述べ､これらの環境条件が青年の自己形成のあり方に与える作用につ
いて考察するo第12回 7月15日 今 日の青年の自己形成のあり方を､その
心身の特殊なあり方- ｢自閉｣ と ｢漂流｣副題 :青年論(2) - から､検討し､新たな青年論を展開す
る必要性について論ずるo第13回 10月7日 以上の考察をまとめて､青年の人間形成論について､
中間的な総括を行う○その際､受副題 :青年論(3)
授 業 展 開 授 業 内 容




ついて､キユブ副題 ;｢老いと死｣論(2) ラー .ロスなどの理論や関連するライフサイクル論などの諸理論を参照しながら､まと
めて考察するo第16回 10月28日 以上の考察をまとめて､｢老いと死｣の人間形成論について
､中間的な総括を行うoそ副題 ;｢老いと死｣論(3) の際､受講生の小レポー トを手掛かりとする相互討議
を試みるo 最後に､次週以降の｢教えること｣論に関する関連資料 として､講義者
の教員養成諭の一部を配付するo第17回 11月11日 配付資料によって､｢教員養成｣をめぐる基本的
な理論的構図を明らかにし､この議論副題 ;｢教えること｣論 を一般化することによって ｢教えること｣の人間存在 意味
について概論的な説明を(1) するo第18回 11月18日 上述の説明を､｢教えること｣を課
題づけられている今一つの人間存在のあり方として副題 ;｢教えること｣論 の ｢親｣にまで拡張し､教える立場に立つことの人間
存在論的な意味について具体的に(2) 議論するo第19回 11月25日 親 と教師を包括的な家庭
論 .学校論の文脈に位置づけ､今日の ｢教えること｣の意味を､副題 ;｢教えること｣論 マクロレベルで歴
史的､社会文化的に把握することを試みるoつまり､中世的な共同体(3) の解体後の個人化され国家化された仕方で成立した ｢教育｣を今日あらため




9日 これまでの講義で論じてきた ｢ライフサイクル｣に関する議論を､ここで総括的に検討副題 ;人間形成論(1) するoライフサイクル論の歴史的な系譜と理論の諸類型を概観し の論の現
代という特殊な時代に制約された在り方について考え､適切なライフサイクル論の輪郭を描 くo第22
回 12月16日 これまでの講義で論じてきた ｢異世代間相互形成｣を､ここで総括的に検討するo その副題 :人間形成論(2) 際､す に論じた ｢相互性｣と ｢システム｣の対立､そして ｢生成｣､
｢凝固｣､｢解体｣という社会的連帯形式などと
の連関から､考察をすすめる○ なお､冬休み後に提出する最終的なレポートについて､その形式を説明す




のであることを､あさらかにするo本講義を振 り返 りなが その内容と形式の両面から､大学にお


























の増加､第三次産業の優位 と経済のサービス化､出産 ･教育 ･病 ･老い ･死などの家庭外委託と人為的操作化など
を取 り上げ､各人の一生涯をかけた意味模索や価値模索が問題となる今日においてこそ ｢教育学の人間形成論への
再構築｣が必要であることを述べた｡｢何でも帳｣に記入させ､回収した｡















































グ ･マインドと教師､｢もの/からだ｣の ｢こころ｣からの分離などの論点を取 り上げ､これについて､学生を指
名して討論を行った｡この講義時間はこの議論だけで終わった｡














































































































3日講義- この授業について授業の全体的な流れを振 り返るとともに､前回の ｢何でも帳｣の全記述を用い
て人間形成論の全体的輪郭を描 くoとくに､ライフサイクルの後半と教育するものの教育することによる成熟
を取 り上げることの意義を強調したo学生/参観者の懇親会- 学生と参観者からこの一年の授業の感想を聞き､さらに来年度へ
提言を求めた.｢何でも帳｣のサンプル平成 8年度講義 ｢ライフサイクルと教育｣感想 .意見 .反論 何でも帳入学年度 (平成 年度) 学部 クラス () 学科 学生番号 ()氏名 平成8年度講義 ｢ライフサイクルと教育｣感想 .意見 .反論 何でも帳(1)入学年度(平
















































3) ｢教育｣と ｢教育学｣の語源と ｢人間形成論｣
(1) ｢教育｣の語源
(∋ 幕末の翻訳官が漢籍から適切な言葉を求めたこと (孟子 ｢尽心章｣(君子に三楽あり/天下の英才を集
めてこれを教育す/これ-楽なり)
② education/1'education- educo(educere/educare)- 育てること




















① 経済状況の変化- 実質所得の向上- 人々の人生の基本的な方向は､生産 ･労働や俗から消費や遊 ･聖
へ､つまり生の意味模索へと転換する｡この流れのなかで､労働力の主要な担い手とは見られなかった老人､
女 ･子ども､身障者などの人々の問題が社会の前面にでてきた- ｢教育｣が社会の主要な問題 となるのは､
しかも労働への準備作業という文脈を離れて問題となるのは､このためである｡
(塾 選択的消費の増加 - 意味模索を可能にする経済的根拠である｡具体的に言えば､これはたとえば､教育
費の支出割合の増加- 高等教育の進学率の増加へ関連している｡
(卦 第 3次産業の増加 ･経済のサービス化- 情事酎ヒ社会 ･学校 と社会との連続性の遮断 ･育児様式の変化
(概論的に先取 りして述べておこう)









参加者 (敬称略)米谷 池上 山内















































































































③ 第3次産業の増加 ･経済のサービス化- 情報化社会 ･学校 と社会との連続性の遮断 ･育児様式の変化
(概論的に先取 りして述べておこう)




(∋ 子どもの無限の可能性- 可能性概念の多義性 ･教育的オプティミズムの意義 ･可能性の制約と実現 ･
子ども研究の意義 ･幻想の打破
② その他の諸論点- 教育の目的 (事実と価値)･適応のダイナミクス ･｢ふすま｣の意味 ･日本における
父親 ･学校 と学習の楽しさ
2) 今回の授業- 統計の読解 (続)
(1) 多産多死から少産少死へ- 人為的コントロールが人間の自然性にまで及ぶこと- ｢子は天からの授か
りもの｣｢死は順送 り｣が死語となる





4) ｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する
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公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第 2回研究会 (要旨)
5月13日的) 16:20-17:30 センター 1-2号室
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? ? ? ?
(
れはビデオを早送 りにして見ると､その動きの様子で､先生の時間配分の苦しさが良く分かる｡(ビデオで確認)｣



























































































① ｢趣味にあった暮らし｣と ｢業績競争｣- 仕事の趣味への転換の可能性















3) ｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第3回研究会 (要旨)
5月20日田)16:30-18:30 センター1-2号室
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) 資料の読み合わせMの事例のうち､児童相談所の一時保護の際の ｢身体｣や ｢言語｣の在り方に焦点をあて
て､必要な箇所を読み合わせする｡資料の著者である鷹尾さんの箱庭療法についても､議論を試
みる｡16:004) ｢感想 ･意見 ･反論 何で
も帳｣に記入する｡公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第4
回研究会 (要旨)5月27日田) 16:30-18:00
センター1-2号室参加者 (敬称略)米谷 山内 (
京都新聞取材あり)田中

























































































































1 本時の目的- ① ｢何でも帳｣の記述をきっかけにして受講生の間で論議のネットワークができかかっているこ
とを､彼ら自身に理解させる｡次いで､②Mの不適応行動に関する受講生の三つの典型的な解釈を提示し､さらに
事例の解釈の妥当性に関する受講生の疑問について､議論する｡③Mの施設措置のもつ ｢ラベリング｣機能､そし



































⑥ ｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する
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公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第5回研究会 (要旨)
6月 3日的) 15:55-18:00 センター 112号室
































学生 E (工学部 4回生)













































今日の受講授業コマ (1)化学 (2)物理 (3)ドイツ語
｢レポー トにコメントを書いて返してくれるのはありがたい｡物理のレポー トなどは一度も返ってきたことがない.｣
｢履修案内を見てこの授業について期待したのは､Mのような特殊な事例ではなく､ごく身近なライフサイクルにつ




























田 中 授 業-おもしろい｡問題点を社会構造的 ･普遍的部分で掘り下げてほしい｡
学生 E 大学の授業-すべてをまとめて論ずるのには無理があるが､授業にこなければ得られない効果のある授業も
ある｡




















出席数 18名 回答数 15名
(丑あてはまらない (参あまりあてはまらない ③ややあてはまる ④あてはまる
｢ 冨芸賃に宗霊鳥品 ,,fbTb5り芸回答あり 平均 付 加 値4 3
2 11.講師の話し方が不明瞭である 2.93
5 7 1 22.講師の話し方が面白くない
1.80 3 6 63.講師の話しがわかりにくい 2 8
5▽.講義の進度が速い 1.40
6 9▽ .講義の分量が多い 1.53
2 4 96.講義の内容が難しい
1.80 4 4 7▽ .講義の内容がつ
まらない 1.53 1 6 88.講義の構
成に工夫がない 1.87 3 7 59.講義には総合的に
満足である 3.00 7 4 3 210.講師は講義のために十分な準備をしていた 29 5 1
1ll.講義の時間配分は適切であった 2.93 3 8 4
12.講義の目的がはっきり明示されていた 2.93 4 7
3 113.学生自身に考えさせる工夫がなされていた 3.13
7 4 3 114.講師は学生の理解度に十分気を配って
いた 2.67 4 3 7 115.それぞれの学生の質問や相
談に応じてくれた 3.00 6 4 4 1⑯.講義で利用された教材は有益であった 4 8 5 2
17.内容に関する興味を高めるための配慮があった 3.1
3 7 3 518.評価方法は講義の内容にふさわしいものであった※ 3.25 2 6
⑩.講義には積極的に出席した 3.67 10 5
20.講義は改善の余地が多かつた 2.60 2 6 6 1
1.新たな発見があった 3.27 7 6 1 122 個別に
指導を受けてみたい 2.47 2 5 6 223.講義を通してやつたという達成感がある 7
9 1 7 4 224.どこが重要なポイントであるかがよくわかった 2.5
3 2 6 5 225.講義中､学生が発言しやすいよう配慮し
ていた 2.47 3 4 5 3qOOO2 この授業に関して､全般的に､あなたご自身は､以下の印象 ･意見
のそれぞれに対してどの程度あてはまると思われますか｡4段階
で評定して下さい｡ 平均 付 加 値4 3 2
11.講師は当初の受講目的を達成できたと思う※
2.46 2 4 5 22.配られる資料
の量が多すぎる 2.13 1 5 4 5③.講義から十分な知
的刺激を受けた 3.33 6 8 1㊨.講義は全体的にみて自分
にとって価値があった 3.47 7 85.友
人を増やすことを心がけた 1.67 2 1 2 106.講師の話しをノー トにとっ 2 0 4 3 6 2
7.講義に集中できなかった 2.08 4 4
78.自分なりに面白そうな視点を探 りながら学習した 2.93
4 6 59.内容を鵜呑みにすることなく批判的な態度で学
習した 3.00 4 7 410.学習が自分なりに順調に進ん
だ 2.33 1 5 7 2ll.関心をひいたことがらはより深 く調べるよう心がけた 00
3 6 5⑫.講師の熱意が感じられた 3.53 10 2
13.一層学習意欲が高まった 2.67 2 7 5
114.もつと学生の発言の機会を増やしてほしい
2.80 5 3 6 115.人数によってはゼミ形式にしてほしい 6 6
3 2 316.教室の大きさと受講生の数が不釣り合いである 2.80 4 7 17
.教室が遠 くて不便である 2_47 4 4 2 5▽ F何でも帳』の記入は負担が大きい
1.42 1 4 9▽.F何でも帳』に対する講師のコメントに満足してい



































｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する
-39-
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第 6回研究会 (要旨)
6月10日的) 16:15-17:15 センター1-2号室
参加者 (敬称略)岡本 山内

























































































































採点の仕方と7月中の授業計画について､話しておく｡｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第7回研究会 (要旨)
6月17日的)16:10-17:30 センター1-2号室
















































































































｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第8回研究会 (要旨)
6月24日的) 16:20-17.'30 センター1-2号室










































































































































45 挿話 ある娘さんの子ども パリの小学校に行 く--
留年届に対する日本とフランス人の見方の違い
学年別
課程制 学校 - 人間の工場
15:56 ペスタロツチ､マカルコ--1時間 ｢はい出して｣
学 生
14:52 3名遅刻 2名プリントとりに出入 り
54 1名 〃 (4)
59 1名 〃 (17)













































不明居 眠 り 寝そべり ほおづえ+ 体ゆらし
辛 .足いじり●15:00 62 10
,⑫ ll,55 605 5 9,14
3,6,10,17,16,
510 9,⑩ ,⑫
1615 ⑨,⑫ ll,10203 ② ⑨ ,⑩ ,⑩⑭ 5 6,7,9,14,15頭を支える5 7 0
3 6⑧ ㊨ ,⑫ ,⑬ 7,2,14,1240
5,7,14,12,1,9,6 7,5,ll,1745 @ @ @ @ @ ''@ 9,5,6













① 夏期休暇による長い中断を前にして､この通年授業の ｢中間的総括｣を行い､さらに ｢後期への動機づけ｣を
図るように､今回の授業を構想した｡
(診 先週の授業と研究会で問題となった ｢コミットのない受講学生｣の問題は､今回の配付資料に関する議論での




























｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第9回研究会 (要旨)
7月 1日田) 16:20-17:30 センター 1-2号室
























































OK.と言ってもらうだけでいいのか ? Ⅰ'mOK,YouareOK.という関係を作 りあげなくてはならないのではない








『気づ く』チャンスを奪ってしまう可能性がある｡誰 も考えつかないようなことを考えつ くことが大事だが､それ
ができるようになる方法 も自分で見つけださなくてはならない｡｣







































































































｢中間的な見取 り図｣を配付して､これまでの ｢授業の形式｣と ｢授業の内容｣について､発展的な理解を得させ
る｡最後に､③児童虐待事例の内容と基本的な構図を今一度確認して､次回の事例検討のまとめ (異世代間の相互





























｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
実験授業 ｢ライフサイクルと教育｣










これまでは､統計の考察- ホスピタリズム -ー 児童虐待と三つの主題を経て､順次考察を進めてきた.これまで
の授業で問題 となってきたのは､以下のような諸点である｡







1)異世代間の相互性 - 家族の生成 (中井久夫のサザエさん論)
2)学校複合体における教育関係者の二重性- システム役割と相互性




















石村 ｢何でも帳｣の学生コメントの紹介と ｢見取 り図｣の前期授業の構成がみごとに対応しており､工夫のあとを
感 じた｡田中先生は ｢寝ている｣学生を気にしておられるが､本当に寝ていた学生は1人だけで､他の ｢寝てい

































石村 今日の ｢見取 り図｣は､学生にとって夏休みの3カ月間で ｢前期の授業の内容はすべて忘れてしまった｣と言
う前提で作 られたものと思う｡ 夏休み前には課題を出さなかったので､｢前期で区切 りがついた｣という錯覚はな

















1 本時の目的- 配付資料 ｢児童虐待事例についての討議資料｣を用いて受講生を討論に誘い､その討論に基づい
て ｢児童虐待の人間形成論｣の総括を行い､次回以後の ｢老いと死の人間形成論｣への導入を試みる｡ つまり､ま


































最後に④ とかく成熟や成長の問題 とは縁遠いと考えられがちな ｢老いと死｣の ｢人間形成論｣について､問題の
輪郭を意識させる｡
16:00










構成 と年齢 リス ト』も用意したが､資料の量が多すぎて今回配布をやめてしまったので､その説明の時間もとられ
てしまった｡前回の資料に対する反応から見て､もう少し資料を読んで来ていると予測していたが｡





















































ることになる｡ 結局ライフサイクルの最初 と最後をおさえて､最後に ｢教えること｣のテーマにつなげてゆきたい｡
そういうまとめにできればいいと考えている｡
杉本 学生の授業態度と実際の学習 (思考)レベルとの関係がまだわからない｡いつもうつ伏せになって授業を聞い
ている学生 (M 8)は､資料も持ってこなかったし､先生から ｢隣の人に見せてもらうように｣と指示されても無
視していたが､『何でも帳』にはまともな反応を書いてくる｡
石村 いちど研究班 として学生に調査をしてみる必要がある｡これは田中先生から聞いては強制的意味を持つので､













































参加者 (敬称略)斉藤 (武生) 岡本

































田中 方針の変更ではなく､応答のできそうな学生のコメントを選んで､執筆者をたずねているつもりだ ｡ 記入欄の
-64-
大きさは､実は出席者80名 くらいを想定して割 り当てたスペースなので､現在の人数 (15人)ではもっと大きくし
ても十分対応できるが､過去の感想との時系列的な連続性､比較可能性を維持するためにそのままのスペースで続
けている｡もっと書きたいという学生にはもっと書かせる機会を与えてもいいと思う｡
石村 義務的ではない任意のレポー トを追加出題する可能性は? 最初の頃の 『何でも帳』の記入密度からどんどん
空間が詰まった字で書かれるようになっている｡




































































｢公 と私｣､｢システムの開放性 と閉鎖性｣､｢境界｣などの問題について検討を加え､次いで､②前回の ｢何でも
帳｣の記述を用いて､｢愛憎の両価性 と二重拘束｣､｢理想像 とトラスト｣､｢生成と凝固｣などについて説明し､さ
らに､③ ｢両親のケアと成熟｣に焦点づけて､｢児童虐待の人間形成論｣の総括を行い､最後に､④ とかく成熟や



































｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第13回研究会 (要旨)
10月28日的)16:00-17:00 センター1-2号室







今回のもうひとつの問題はR君の前回の 『何でも帳』の ｢私たちの理解を越えた (児童虐待の)話はもうこりご


























































































｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第14回研究会 (要旨)
11月11日田) 16:07117:00 センター1-2号室












岡本 ①番の ｢死の自覚｣のコメントで (｢死について考えたくない､今が楽しければそれでいい｣)と書いた学生は








田中 なるべ く全体を見ている｡ それによって教室の全体に目配りをしているという印象をあたえようとしている｡
両隅を見ようとするが､そこには参観者がいるので目があってしまう｡視線に対する配慮もしなければならないC















































出席者19名 回答17名 (理系 8名､文系 7名) (前回回答15名)
×4 ×3 x2
×1前回 あてはまる ややあてはまる あまりあては らない あてはまらない
｢回 理系 文系1_講師の話し方が不明瞭である 2.93 2.71
3.13 2.43 4 8 1 42.講師の話し方が面白くない 1.
80 1.59 1.63 1.57 1 8 83.講師の話しがわかりにくい 1. 200 88 243 5 7
54.講義の進度が速い 1.40 1.82 2.13 1.71
1 2 7 75.講義の分量が多い 1.53 1.71 1.
88 1.57 2 8 76.講義の内容が難しい 1.80 2.
24 2.13 1.71 5 8 47.講義の内容がつまらない 1.53 1.47 16 43 2 4 ll
8.講義の構成に工夫がない 1.87 1.63 1.75 1 10 6
9.講義には総合的に満足である 3.00 3.38 2.75 9 6 2
10.講師は講義のために十分な準備をしていた 3.29 3.25 2.87 8
7 2ll_講義の時間配分は適切であった 2.93 2.88 3.13 2.7
1 2 ll 412.講義の目的がはっきり明示されていた 2.93 3.00 3.0
0 3.00 6 7 2 213.学生自身に考えさせる工夫がなされていた 3.13 3
.35 3.50 3.00 8 7 214.講師は学生の理解度に十分に気を配って
いた 2.67 2.94 3.13 2.71 4 9 3 115.それぞれの学生の質
問や相談に応じてくれた 3.00 2,53 2.75 2.29 1 9 5 216.講義で利用された教材は有益であった 4 3.47 32 357 ll
3 317.内容に関する興味を高めるための配慮があった 3.13 3.12
3.13 3.00 6 7 418.講義の内容が日常の経験 とかけはなれていて違和感がある/ 2.41 288 186 4 5 2
619.講義には積極的に出席した 3.67 3.65 3.63 3.71 10 6
220.講義は改善の余地が多かつた 2.60 2.41 2.13 2.57 2 5
8 221.新たな発見があった 3.27 3.35 3.13 3.57 8 7 2
22.個別に指導を受けてみたい 2.47 2.47 2.38 2.71 2 8 3 4
23.年間の授業計画のなかの今日の授業の位置が不明確 / 1.94 1.75
2.29 2 1 8 624.どこが重要なポイントであるかがよくわかった 2.53 2.9
4 2.75 2.86 5 5 6 125.講義中､学生が発言しやすいよう配慮
していた 2.47 2_12 2.25 2.00 5 9 3QOOO2 この授業に関して､全般的に､あなたご自身は､以下の印象 ･意見のそれぞれに対してどの程
度あてはまると思われますか｡4段階で評定して下さい｡ ×4 x3 x2 x
l前回 A あてはまる ややあてはまる あまりあては らない
あてはまらない7回 理系 文系(臥 学生を指名して発言を求めるのはよく
ない / 2.06 2.00 1.71 1 3 9 42ープリ
ントは役に立つ教材であった / 3.59 3.38 3.71 ll 5 13.講義か
ら十分な知的刺激を受けた 3.33 3.53 3.63 3.43 10 6 14.講義は全体的にみて自分にとって価値があった 47 9 ll
5 15.友人を増やすことを心がけた 1.67 1.17 1.38 1.00 3
146.講師の話しをノー トにとった 2.60 2.18 2ー13 2.
29 1 7 9 37.講義に集中できなかった 2.08 1_82
1.63 2.00 5 4 88.自分なりに面白そうな視点を探 りながら学習した 2
.93 2.94 3.13 2.71 4 9 3 19.内容を鵜呑みにすることな
く批判的な態度で学習した 3.00 2.53 2.63 2.71 4 9 3 110.学習が自分なりに順調に進んだ 233 47 38 43 1
7 8 1ll.関心をひいたことがらはより深 く調べるように心がけた 2.00 2.0
6 2.25 1.86 4 10 312.講師の熱意が感じられた 3.53 3.65 3
63 3.57 ll 613.一層学習意欲が高まった 2.67 2.76 2.
75 2_71 2 9 614.もつと学生の発言の機会を増やしてほしい 2.80 2.53
2.63 2.57 2 6 7 115.人数によってはゼミ形式にしてほし














田 中 毎 実
1) 授業への全般的な評価は高いが､これはむしろ､評価の高い学生だけが受講者として残った結果であると､考え









































の相互形成連関｣について説明し- ｢死の人間形成論｣- ､同じメカニズムが ｢老い｣においても存在するこ





































｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第15回研究会 (要旨)
11月18日田)16:00-17:20 センター1-2号室
参加者 (敬称略)岡本 西尾 田中 杉本 溝上
注 (発言の一部には要約したり､個々の発言をまとめたものもあります｡)
田中 第二回学生アンケート調査の結果を学生にコピーしてフィードバ ックしたが､別に具合の悪いことはないと思















































































































｢感想 ･意見 ･反論 何でも帳｣に記入する｡
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第16回研究会 (要旨)
12月2日倶) 16:00117:30 センター 1-2号室
































































































12月9日的) 16:00-17:45 センター 1-2号室














































































































教師の ｢職能成長｣/ ｢社会化｣の人間的基盤を､後期青年期の適応 (アイデンティティ)､成人前期の確立
(親密性)､成人後期の展開 (生み出す力/停滞と自己限定 ･自己実現)などから､説明する｡
15:30
異年齢教師集団の分化 ･連携 ･相互性 (｢ベテランと新米｣の ｢技術と芸術｣､発展 ･停滞 ･退行､生徒との距離










ー 8 5 -
公開授業 ｢ライフサイクルと教育｣(田中教官)第18回研究会 (要旨)
12月16日的)16:00-17:30 センター1-2号室
参加者 (敬称略)岡本 井上 田中 溝上
注 (発言の一部には要約したり､個々の発言をまとめたものもあります｡)
田中 前回の討議から授業前に今日やる内容を黒板に書こうと思っていたが､板書していたのでは時間がなかったの







































田中 この公開授業に参観者が 1年通じてほとんど来なかったという事実を考えなければならない｡10人 くらいは来
るかと思っていたが､甘かった.ハーバー ドの教授によれば､上の 1割 くらいの教員は研修をしなくても講義が上



































しての ｢ライフサイクル｣と ｢相互性｣､そして人間形成論の教育実践や教育現実への深いインタレス ト､最後













最終授業後の懇親会 1月13日田) 16:10-17:10 センター1-2号室
参加者 (敬称略)学生 9名 池上 岡本 井上




























































































○学生 F 本当に投げや りというか､日常生活の 1つの要素 としてこの授業は楽しかった｡
○学生G 教室が遠い｡『何でも帳』はいつも書かさないほうがいい｡何 も書 くことがないときもあるので3回に一
回 くらいでもう少し長 く書かせて くれたらと思う｡
○学生H 前半出てた頃はみんなで輪でもつ くってもっと話せるようにすればいいんじゃないかと思っていたが､後
半になると先生が前にいて､黒板があってという､いわゆる他 と全 く同じ形の授業になった｡そのほうが参加 して
感 じる気持ちの違いがはっきりできるようになってきて､そのほうが正しかったかなという感 じがする｡


















































育 3 β出 席学生数
アンケー トインタピユ参観者
数センタースタブフ
2 3 4 5 6 7 8
9 14 5 5 5 6 6 6 6 7
2 1 2 2 3 1
1 2 1○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○○ ○ b ○ (
⊃0 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○
○ ○○ ○ 0 ○ ○ ○
○○ ○ ○ ○ ○
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(1) 大人になること (∋ N (教育学部 1)
｢大人になりた くない｣ という言葉は子供にとって､すごく魅力のあるものだと思うo｢子供｣ という存在､
つまり自分自身を正当化し､純粋なものとみなすのは気分がいいo｢子供｣の世界にもあるはずの汚いことを､

























との信頼関係を裁ち切ってしまったとき､たち切 られた世界の一員 としての (私〉の挫折感 (を感 じたくない
こと)が､｢教育｣の原動力のひとつだと思うoMに信頼されなくて ｢私は本当に平気でいられるのか｣o｢教育｣ いう語をこ
の意味で使うのなら､(エム)はずつと教育から離れられないoコメント:この ｢教育｣には､教育する側の自己救
7月1日- 先週 (6月24日)の 『何でも帳』のコメントからの抜粋 (51頁以下を参照)
(1) システム化について L (工学部)
(1)′ Ⅰ(工学部 1)
)′ B (工学部 1)(2












もしれませんo10月21日- 先週 (10月14日)の 『何でも帳』のコメントからの抜粋 (6
2貢以下を参照)(



















(参 愛 I(工学部 1)








｡(彰 施設 と家庭 K (工学部 1


























































は く閉じた系〉(例えば､家､仲間)にふれることなしに- 象徴的にも ｢帰る家なしに｣と言える気がする
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